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４月２７日から５月５日にかけて、プーケット、チェンマイ、バンコクに久しぶりに家族で行ってきました。

外国の飛行機は遅れて当たり前のようで、出発から２時間半遅れとなりましたが、日本語での説明がなく、な

ぜ遅れたのかわからずしまい。プーケットやバンコク

では津波や水害の被害がいまだに残っており、現地の

人々は必死に生きておられました。主人はその姿がと

ても気に入り、外国旅行が好きになったようです。

９日間言葉がわからず、息子の片言の英語でなんとか

しのげたのですが、今更と思いますが語学の必要性を

感じた旅行になりました。 （奥村）

消費税増税関連法案の国会審議が山場を迎える中、「断固阻止」をかかげて「こんな時に消費税増税１０％と

んでもない県民集会」が３日、大津市膳所公園で開かれました。ＪＡ滋賀中央会や県生活協同組合連合会、県商

工団体連合会の各会長、

医師ら１００を超える

団体と個人が呼びかけ、

消費税増税反対の１点

で共同。全国注視の画

期的な取り組みになり

ました。熱気あふれる

会場にはムシロ旗や団

体旗が林立。７００人

以上が参加、さざなみ

ネットからは、滋賀従

組・先輩の（裏頁へ）

岩波 美智子さん 画 バンコク ワットポー前

「金融労連」の「のぼり」が、はためく滋賀県民集会



７００人を超える参加者
怒り！ 熱気！ 元気！ いっぱい

集会宣言

私たちは「こんな時に消費税１０％増税とんでもない」の呼びかけに応え、本日膳所公園に集いました。野田首

相は「政治生命をかけて今国会で消費税増税法案を通す」と公言し、６月半ばにも衆議院で法案を採決しようとし

ています。

しかし、どの世論調査でも「不況でこんなに生活や商売がたいへんな時に消費税１０％なんかとんでもない」が

圧倒的多数で、消費税１０％増税「反対」が５０％～６０％を占め「賛成」を大きく上回っています。これが国民

の声です。

この不況の中で消費税１０％が実施されたら、経済の６０％を占める個人消費はいっそう冷えこみ大不況は必至

です。リストラや就職難がいっそう進み、「格差と貧困」がさらに広がります。消費税を転嫁できない中小業者は

１０％も身銭を切ることが出来ず商売がやっていけなくなり、地域経済がさらに疲弊します。不況の時の増税は前

代未聞で「不況の時に増税して景気がよくなった国」はひとつもありません。さらに東日本大震災の避難・復興さ

なかでの消費税増税は絶対にすべきではありません。

政府やマスコミは「財源は消費税増税しかない」といっていますがとんでもありません。弱者ほど負担が大きい

消費税増税は絶対に避けるべきです。ムダを削れば財源は捻出できます。

消費税１０％阻止の運動は6月が天王山です。悪政を変えるのは世論と運動です。

ここに結集した「こんな時に消費税１０％増税とんでもない」の声と力を地域に広

げ、何としても消費税１０％増税を阻止しようではありませんか。

２０１２年６月３日

こんな時に消費税10％とんでもない県民集会

仲間とともに、３人が参加しました。

主催者あいさつをした滋賀商工団体連合会の池端武

士会長は、この間のＴＰＰ反対の県民大集会や原発ゼ

ロを求める集会の盛り上がりにふれて、「たたかわな

ければいけない相手はひとつ。苦しめている根っこは

ひとつ。力を合わせて草の根の反撃を強めよう」と訴

えました。

滋賀県保険医協会の太田志朗理事長は、江戸時代に

各地でおきた百姓一揆のうち成功したといわれる近江

の天保一揆（１８４２年）で年貢増収を「１０万日日

延べ」させたたたかいの歴史を紹介し、「天保一揆を

成功させた滋賀から消費税増税反対ののろしを全国へ

と広げよう」と強調すると、会場は「そうだ」の声と

大きな拍手でわきました。

青年をはじめ各分野・各層から６人の代表とそのサ

ポーターが登壇して、リレートーク。コープしが労働

組合の布施進委員長が、「消費税の導入当時や３％か

ら５％への増税に反対したたたかいに学んで、今回も

労組だけでなくコープの組合員１４万人に大きな運動

を広げていきたい」と表明しました。

「６月が天王山。悪政を変えるのは世論と運動」と

の集会宣言（下記）を採択し、最後に、滋賀県生活協

同組合連合会の水原渉会長が「増税阻止へがんばろう」

と呼びかけ、参加者がこぶしをつきあげ唱和しました。

集会後、パルコ前までデモ行進、各団体の宣伝カー

１０台が市内へ訴えて回り、“増税ノー”の県民の意

思を示しました。

消費税は収入がなくても、生きていればかかる税金

です。生存権を保障した憲法に明確に違反しています。

賃金が減っているのに、税金や社会保険料が上がり、

生活が大変です。そのうえ消費税が増税されたら、今

の給料だけでは生活ができなくなります。暗黙は了解

と同じ。しっかりみんなで声を上げ、なんとしても消

費税１０％増税を阻止したいものです。

消費税１０％

とんでもない




